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２
月
15
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
、

２
月
定
例
県
議
会
が
開
か
れ
ま
す
。
２

月
27
日(

火)

に
斉
藤
県
議
が
一
般
質

問
に
立
つ
予
定
で
す
。 

２
０
１
８
年
度
県
予
算
案
（
総
額
９

５
３
３
億
円
、
う
ち
震
災
対
応
分
２
８

４
９
億
円
）
で
は
、
東
日
本
大
震
災
津

波
か
ら
の
復
興
を
最
大
の
課
題
に
、
被

災
者
の
「
命
綱
」
と
な
っ
て
い
る
医
療

費･

介
護
保
険
利
用
等
の
免
除
継
続

（
４
億
３
千
万
円
余
）、
被
災
者
の
心

の
ケ
ア･

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
事
業
費

（
７
億
８
千
万
円
余
）
の
拡
充
、
中
長

期
的
な
被
災
者
の
見
守
り
等
の
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
被
災
者
見
守
り

支
援
事
業
費
（
新
規
、
９
５
０
万
円
）

な
ど
を
計
上
。
い
わ
て
の
学
び
希
望
基 

金
奨
学
金
給
付
事
業
等
は
、
対
象
を
大

学
院
生
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
給
付

金
・
一
時
金
も
１･

72
倍
に
拡
充
さ
れ

ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
の
収
入
超
過
者

の
家
賃
軽
減
策
も
被
災
３
県
で
は
初

め
て
示
さ
れ
ま 

 
 

多
忙
化
解
消
へ
部
活
動
指
導
員
配
置

事
業
（
89
人
）、
学
校
事
務
補
助
非
常

勤
職
員
配
置
事
業
等
が
新
た
に
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。 

県
政
最
大
の
課
題
で
あ
る
東
日
本

大
震
災
津
波
復
興
の
前
進
、
切
実
な
県 

民
要
求
実
現
の
た
め
に
、
３
人
の
日
本

共
産
党
県
議
団
（
斉
藤
信
、
高
田
一
郎
、

千
田
美
津
子
）
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。 

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
お
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  

の
生
産
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
産
減
少

と
価
格
高
騰
で
大
変
。
不
足
分
は
輸
入

で
補
っ
て
い
る
」
と
説
明
。「
最
大
の

問
題
は
人
手
不
足
だ
。
現
在
１
５
０
～

１
６
０
人
の
従
業
員
だ
が
、
あ
と
50

人
は
欲
し
い
。
注
文
が
あ
っ
て
も
対
応

で
き
な
い
状
況
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

  

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
で
買
い
上
げ

た
土
地
の
集
約
化
と
そ
の
利
用
計
画

に
つ
い
て
の
国
の
支
援
が
ほ
し
い
」
と

要
望
さ
れ
ま
し
た
。 

 

被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
菅
野
利
尚
民
生
部
長
は
、「『
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
』
が
切
実
な
課
題
。
孤
立
し
て

い
る
高
齢
者
の
支
援
、
地
域
で
の
見
守

り
、
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
も
必

要
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

村
上
幸
司
企
画
部
長
か
ら
は
中
心

市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
に
は

昨
年
４
月
大
型
商
業
施
設
が
開
業
。
こ

れ
ま
で
13
店
舗
が
開
業
、
30
年
度
に

は
30
店
舗
が
開
業
の
見
込
み
で
す
。

「
復
興
祈
念
公
園
内
の
震
災
遺
構
に

つ
い
て
は
県
で
管
理
運
営
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
株
式
会
社
か
わ
む
ら
」
の
菅
野
敏

明
専
務
か
ら
水
産
加
工
の
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。「
イ
ク
ラ

の 

 

２
月
２
日
、
高
田
一
郎
県
議
、
陸
前

高
田
市
議
団
と
と
も
に
陸
前
高
田
市

の
復
興
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

阿
部
勝
建
設
部
長
・
熊
谷
正
文
復
興

局
長
か
ら
住
宅
再
建
な
ど
の
状
況
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
被
災
世
帯
の
住

宅
確
保
状
況
は
合
計
２
７
０
９
世
帯

(

75･

２
％)

で
す
が
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
約
半
分
が
平
成
32
年
度
ま
で

か
か
り
、
同
事
業
の
遅
れ
が
住
宅
再
建 

の
家
賃
軽
減
策
が
被

災
３
県
で
は
初
め
て

示
さ
れ
ま
し
た
。 

台
風
10
号
災
害

か
ら
の
復
旧
で
は
、

河
川
改
修
事
業
等
に

１
７
２
億
円
が
措
置

さ
れ
て
い
ま
す
。 

県
民
の
暮
ら
し
に

か
か
わ
る
課
題
で

は
、
子
ど
も
の
貧
困

実
態
調
査
や
子
ど
も

支
援
に
取
り
組
む
団

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
支
援
す
る
新
規

事
業
（
約
４
千
万
円
）

を
計
上
。
教
職
員
の

多
忙
化
解
消
へ
部
活

動  

２７日(火)：斉藤信県議が一般質問 
(２人目の登壇、午後２時半ごろ） 

●２月１５日／県議会開会 
●２月２２～２８日／代表質問・一般質問 
●３月 １日／各常任委員会 
●３月 ２日／本会議 
●３月５～１５日／予算特別委員会 
●３月１６日／各常任委員会 
●３月２０日／最終本会議 

●日 時：３月１７日（土）午後１時～ 

●会 場：野田村総合センター大会議室 

 

陸前高田市役所で（手前右から）阿部建設部長、熊谷
復興局長から話を聞く（２月２日） 
 

○被災者の医療費・介護利用料等の免除⇒４億３千万円 

○被災者の心のケア・子どもの心のケア対策⇒７億８千万円 

○被災者見守り支援事業⇒９５０万円（新規） 

○いわての学び希望基金奨学金給付事業（給付額を引き上げ

対象も大学院生まで拡大）⇒３億１千万円 

○台風１０号災害の復旧（河川改修事業等）⇒計１７２億円 

○子どもの貧困対策促進へ子どもの生活実態調査や、支援に

取り組む団体のネットワーク化を支援⇒４千万円（新規） 

○部活動指導員配置事業（８９人）⇒２６００万円（新規） 

○学校事務補助非常勤職員配置事業⇒２０００万円（新規） 
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【
1
月
】 

1
日 

元
旦
新
春
宣
伝
（神
部
盛
岡
市
議

と
西
部
後
援
会
） 

3
日 

県
革
新
懇
新
春
リ
レ
ー
ト
ー
ク
宣

伝
・署
名 

4
日 

新
春
早
朝
宣
伝
、
日
本
共
産
党
新

春
の
つ
ど
い 

5
日 

盛
岡
商
工
会
議
所
新
年
交
賀
会 

6
日 

岩
手
民
教
研
金
ヶ
崎
集
会
、
春
闘

共
闘
・い
わ
て
労
連
旗
開
き 

7
日 

城
南
地
区
３
世
代
交
流
新
春
餅
つ

き
、
八
日
町
新
春
餅
つ
き
新
年
会
、

14
・６
・３
分
団
新
年
会
、
城
東
地

区
９
条
の
会 

8
日 

安
倍
９
条
改
憲
反
対
３
千
万
署
名

活
動 

10
日 

商
工
文
教
委
員
会 

11
日 

防
災
減
災
特
別
委
員
会
、
県
政
調

査
会 

12
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
日
米
共
同
訓

練
フ
ォ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
０
２
中
止
求

め
る
申
し
入
れ
、
建
設
業
協
会
盛

岡
支
部
新
年
交
賀
会 

13
日 

県
医
師
会
歯
科
医
師
会
新
年
交
賀

会 

14
日 

新
庄
３
町
内
会
新
年
会 

15
日 

子
ど
も
の
医
療
費
小
学
校
ま
で
の

現
物
給
付
化
求
め
る
申
し
入
れ

（子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
を

求
め
る
岩
手
の
会
） 

18
日 

保
育
士
・介
護
士
確
保
問
題
調
査

（県
社
協
） 

19
日 

県
医
労
旗
開
き 

20
日 

盛
岡
民
商
新
春
の
つ
ど
い
で
講
演 

21
日 

県
農
民
連
大
会
、
庄
子
地
域
後
援

会
新
春
の
つ
ど
い
、
矢
巾
町
後
援

会
新
春
の
つ
ど
い
で
講
演 

22
日 

盛
岡
管
内
認
定
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
・懇
親
会 

24
日 

酪
農
畜
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

25
日 

第
16
回
い
わ
て
平
和
の
つ
ど
い 

26
～
27
日 

い
わ
て
三
陸
復
興
フ
ォ
ー
ラ

ム 

27
日 

医
労
連
旗
開
き 

28
日 

日
本
共
産
党
盛
岡
地
区
党
会
議 

29
日 

新
庄
日
本
共
産
党
を
語
る
つ
ど
い 

30
～
1
日 

商
工
文
教
委
員
会
県
外
調

査
（熊
本
県
、
福
岡
県
） 

【
2
月
】 

2
日 

陸
前
高
田
市
の
復
興
状
況
調
査 

5
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
商
工
政
策
研

究
会
研
修
会
・懇
親
会 

7
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

8
日 

復
興
県
民
会
議
代
表
世
話
人
会
議 

9
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

12
日 

岩
手
県
党
会
議 

八重樫保健福祉部長（右）に要請する会の皆さんと同席
する県議団（１月１５日） 

 

１
月
15
日
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制

度
拡
充
を
求
め
る
岩

手
の
会
は
達
増
拓
也

知
事
に
た
い
し
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
一
層
の
拡
充

を
求
め
る
要
請
を
行

い
ま
し
た
。 

就
学
前
ま
で
の

現
物
給
付
に
か

か
る
ペ
ナ
ル
テ

ィ
（
約
３
２
０
０

万
円
）
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。 

要
請
で
は
、

①
早
期
に
小
学

校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
現
物

給
付
方
式
と
す

る
こ
と
②
対
象

年
齢
を
中
学
校

卒 

 

 

い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
県
議
団
が
同

席
し
八
重
樫
幸
治
保
健
福
祉
部
長
が

対
応
し
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
で
は
医
療
費
助
成
制
度
を

独
自
に
拡
充
す
る
自
治
体
が
増
え
、
全

て
の
自
治
体
で
子
ど
も
の
医
療
費
に

つ
い
て
小
学
校
卒
業
ま
で
助
成
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
、 

ま
た
償
還
払
い
方
式
と
な
る
の
で
早

期
に
現
物
給
付
化
を
お
願
い
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

八
重
樫
保
健
福
祉
部
長
は
、「
９

月
県
議
会
で
の
請
願
採
択
や
今
日

の
要
望
も
踏
ま
え
て
、
市
町
村
と
前

向
き
に
具
体
的
な
調
整
を
し
て
い

き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

卒
業
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
―
を
求

め
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
母
親
か
ら
は
「
４
月
か

ら
上
の
子
ど
も
が
小
学
生
に
な
り
、

ま
た
償
還
払
い
方
式
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
早
期
に
現
物
給
付
化
を

お
願
い
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
米
軍
機
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
だ

け
で
な
く
多
機
種
に
及
ん
で
お
り
、

沖
縄
県
全
域
で
重
大
事
故
が
発
生
し

て
い
る
と
指
摘
。
県
か
ら
政
府
に
対

し
て
①
米
軍
機
の
事
故
続
発
に
抗
議

し
、
全
機
体
の
緊
急
総
点
検
と
飛
行

中
止
を
要
求
す
る
②
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
中
止
と
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
米

海 

佐藤総務部長（手前左）らに申し入れる県議

団ら（１月１２日） 

１月４日、日本共産党の「２０１８新春のつ
どい」が盛岡市で開かれ、達増拓也知事が初め
て参加し来賓あいさつ。達増知事は、東日本大
震災からの復興の取り組みの中で「共産党は被
災者の命を何よりも大事にし、切り捨てられて
取り残される人がない社会をつくる努力をされ
てきた」と語りました。木戸口英司参議院議員、
高橋ちづ子衆議院議員もあいさつしました。 

 

１
月
10
日
、
商
工
文
教
委
員
会

で
、
平
成
28
年
度
「
児
童
生
徒
の
問

題
行
動
等
調
査
」結
果
に
お
け
る
県
内

の
い
じ
め
認
知
件
数
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議 

県
内
公
立
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の

認
知
件
数
は
５
７
５
０
件
と
過
去
最

多
と
な
り
、
子
ど
も
の
命
に
関
わ
る

「
重
大
事
態
」
は
22
件
で
す
。
斉
藤

県
議
は
「
い
じ
め
が
積
極
的
に
認
知

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
同

時
に
い
じ
め
が
子
ど
も
や
学
校
に
と

っ
て
深
刻
で
緊
急
な
課
題
に
な
っ
て

い
る
」
と
強
調
。
矢
巾
町
の
中
学
２

年
生
の
自
殺
事
件
に
お
け
る
教
訓
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
変
化

で
も
記
録
し
教
職
員
全
体
で
共
有
す

る
取
り
組
み
を
紹
介
。
き
め
細
か
な

対
応
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

１
月
12
日
、
達
増
拓
也
知
事
に

た
い
し
、
在
沖
縄
駐
留
米
軍
機
の
事

故
続
発
に
抗
議
し
、
日
米
共
同
訓
練

フ
ォ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
02
の
中
止
を

求 

・ ３月 ８日（木）午後６時～ 

・４月１１日（水）午後６時～ 

予約電話番号:６５１－５８８１ 

海
兵
隊
と
の
日
米
共
同
訓
練
フ
ォ
レ

ス
ト
ラ
イ
ト
02
の
中
止
を
求
め
る

③
重
大
事
故
の
調
査
が
で
き
な
い
異

常
な
治
外
法
権
を
許
す
「
日
米
地
位

協
定
」
の
抜
本
的
見
直
し
を
迫
る
―

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。 

佐
藤
博
総
務
部
長
は
、「
オ
ス
プ
レ

イ
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
今
も
県

民
に
不
安
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

昨
年
は
４
度
、
国
に
た
い
し
て
説
明

を
求
め
る
要
請
を
し
た
」
と
回
答
し

ま
し
た
。 

１
月
24
日
、
第
９
回
い
わ
て

酪
農
・
畜
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
、
鈴
木
宜
弘
・
東
京
大
学
大

学
院
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。 

「真に強い畜産産業をめざして」と題し
て講演する鈴木教授（１月２４日） 

声援に応える（左から）斉藤県議、菅原党県委員長、
高橋衆議院議員、達増知事、木戸口参議院議員、高
田県議、庄子盛岡市議（１月４日） 


